マリアンネ ヴェーバー チョ ガクモン スル ジョセイ ノ タイプ ヘンセン ニ ツイテ 1917 by 掛川 典子 et al.
昭和女子大学女性文化研究所紀要　第38号（2011.3）
37
翻訳
マリアンネ・ヴェーバー著
「学問する女性のタイプ変遷について」（1917）
掛川　典子
はじめに
　本稿は、マリアンネ・ヴェーバー著『女性問題と女性思想』（Weber, Marianne 1919, 
Frauenfragen und Frauengedanken. Gesammelte Aufsätze. Verlag von J.C.B.Mohr, Tübingen）
に所収の第 12 論文「学問する女性のタイプ変遷」 について（Vom Typenwandel der 
studierenden Frau. Weber 1919: 179-201）の全訳である。初出は1917年と付されているが、
雑誌名等詳細は不明である。
　訳出にあたり、原文中でマリアンネが強調している単語については、訳文中では太字で
表記した。訳者として注意したい単語、および人名については、原綴りを（　）内に付
し、生没年も記した。＜＞は、訳者が説明のために追加した。訳語については、特に次の
諸点に留意されたい。
　１ „Mann“ は、原則的に全て「男性」と訳した。ただし „Weib“ と並べられたときは
「男」と訳した。
　２ „Frau“ は、全て原則的に「女性」と訳した。„Weib“ は「女」とした。文中での
„unser Geschlecht“は、意味をとって「私たち女性」等と訳した。„Mädchen“は、本文中
では大学で学ぶ未婚の若い女性を意味している。年配の未婚者で大学に入学した女性と区
別するためか、わざわざ「若い」という形容詞をつけている場合も多いので、ここでは
「娘」と訳した。他方 „Tochter“は親から見ての「娘」である。„Weiblichkeit“は「女性性」
とした。„Frausein“は「女性であること」とした。
　３ „Studieren“ は「大学で勉強すること」 を意味するが、「学問する」 と訳した。
„Studium“は大学での勉強や研究を意味しており、「学業」あるいは「研究」と訳した。
„Wissenschaft“は「学問」、„Forschung“は「研究」、„Fach“は「専門」とした。„Bildung“は
「教育」とした。„Arbeit“ は「労働」であるが、大学での精神的労働の意味で使用さ
れている場合もあり、学究的な内容への従事を指している箇所では「研究」とした。
„Sachlichkeit“は「即物性」とした。
　４ „Natur“は一般的には「自然」であり「本性」を意味するときもある。本文では才能
のある人間を意味して用いられている箇所が多く、その場合には「ひと」や「者」を用い
た。„Wesen“は一般的には「本質」であるが、場合によっては「存在」、あるいは「人間」
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や「者」と訳した。„Sein“は「存在」、„Dasein“は「現存在」と訳した。
訳　　文
　女性で最初に大学への入学を体験し、私たち女性にとっての新しい時代の始まりとして
歓迎し、そして今や二十年以上を女子学生たちと接触を保ってきた者は、その身体的かつ
精神的な特徴の深くに及ぶ変化を観察するであろう。確かに以前の種類の現象は今もなお
起きており、並行して成層した多様な岩石層が大地の発達について知らせるように、まさ
にこの並列はまだ若い新教育の変化を明瞭に認識させる。ここで話題にされるタイプの多
様性は、単に学業の外的条件の変遷によって形成されるのみならず、特に、そのもとで
様々な世代の女子学生たちが大学に入学した全く別の精神的前提によってもまた形成され
る。私たちがそれゆえ「英雄的」と呼んでもよい最初の世代の特徴的なタイプは、女性闘
士であって、あちこちで個人として独力で講堂へ強引に入場したのである。もし今やすで
に役所に認められた女教師を問題にするならば、彼女たちはあらゆる種類の不自由と困難
のもとに自身の教育にアカデミックな階層を築こうとしたのだし、あるいは例外人を問題
にするならば、すなわち特に才能に恵まれ知識欲の旺盛な女性たちを問題にするならば、
彼女たちはいわば精神的な種類の唯一の伝統的な女性職のなかでは、それはそのときまで
はあったのだが、自身の才能と傾向にふさわしい活用を女教師という女性職には見出さな
かったのである。あるいはかの個別化された＜個々に単独で大学に入学する＞女性たちを
問題にするならば、この女性たちはアカデミックな教育を通して同性である女性の地位上
昇のための闘いの武具を得ようとしたのだった。彼女たちは皆苦労多い私道を通って大学
に入学した。彼女たちは皆、この暫定的な目標に達する前に、幾重にも堅固に組み立てら
れた障害物を突破せねばならなかった。すなわちとりわけ、数千年伝承されてきた女性性
の理想（Weiblichkeitsideal）の万里の長城を。その理想は女性の規定（Bestimmung der 
Frau）を男性の欲求を通して制限したし、女性の現存在の意義を専ら男性のための人生に
見い出すことができた。その次に家族伝統のとげだらけの垣根を突破せねばならなかっ
た。その伝統は、ただちに再び個人的なものへの奉仕へと歪曲するのではない統一的な精
神的労働への衝動を、単に女性性の奇妙な脇衝動と見なしたのみならず、愛の無い「利己
主義的」な、従って道徳的な欠如として拒否もした。そのほかに下層市民の好奇心の強い
観察や世論に耐えねばならず、それらは女性について慣れないことや非日常的なもののす
べてを追放する傾向があり、そして無限の変化のなかにあるこの女性たちを笑うべき姿と
して嘲笑した。
　これらすべてを勇敢に自覚して耐え抜いた者は、最後にアルマ･マーテル＜母校として
の大学＞の聖域においてもなお、まずそこにいるために許しを請い、できるだけ目立た
ず、堅固に組み立てられた秩序のなかに入りこまねばならない、侵入者か余所者と感じ
た。そこで、何が当時多く戯画化され、一般的見解によって期待された堕落の証明として
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満足して認められたのか、なぜ英雄的な世代が洋服や髪形やふるまい総体において自身女
性であることを可能な限り隠そうと努めたのか、ということも説明される。彼女は男性的
な現象に近付こうとして、できるだけ目立たないように適応するために、侵入者として新
しい環境の迷彩色を採用した。その上この種の美的禁欲は、より重要な事柄にとっての時
間の節約のためと新しい即物性の象徴として必要と見なされた。そしておそらくこの、性
によらない自己様式化の深い理由は、女性に生まれたという単純な事実のもとで非常に強
く苦しんだということであった。性の明確さは、精神的な翼のはばたきとあらゆる運動の
自由にとって残酷な桎梏であった。それをひきちぎることはそのような闘争と苦痛を要し
たので、精神的に能力のある者は、自分が女性であることを固有の価値として感じること
が全くできず、より高い精神性へと切望して上昇することに対する、さしあたり単に不正
義で残酷な抑制と感じた。今や遂に閉じられた門を開けることに成功した。それゆえ最後
に、自己自身と他者には人間であることを強調し、それに対して女であること（das 
Weibsein）をその非本質的な変化として背後に押しやるべき時に思われた。というのは、
人間であることは、単に種の法則によってのみならず固有の個人的な法則によってもま
た、この後者は女性の場合には非常に重大な結果をもたらして妨害し得るが、成長と生成
のために自由であることを意味するからである。そこで蝶が新しい現存在形式に高まる力
を感じるときには、特殊に女性的なものは初めて人形ケースのように捨てられた。――た
とえ非常に個別化されてではあっても、最初の学問する者たちのもとで戦闘的な処女のタ
イプが生じたが、このタイプは女らしい優雅さという花冠を意識して断念し、「あなたア
テナ・プロマコスに闘いのなかで私たちは従います」と愛のなかで自身祝った。この酷な
自足した態度は年齢と運命によって緩和された。最初の女性たちが学問することへと至る
までに、彼女たちの身体的青春の花はたいてい散った。そして先入観や惰性的習慣や疑い
や皮肉の世界に対して意志を通さねばならない者は、それと無関係に柔和さと優雅さも失
い、力と自己意識を、また堅いかどと一面性をもそれと交換する。男性の愛を通しての女
性の幸福への希望は、背後の青春の国にあったが、そこから彼女は決然たる勇敢な断念を
して訣別したのだった。彼女はひとたび掴んだ犂から眼を離さなかった。新たに待つこ
と、憧れること、見守っていることは、たとえ女の幸福はないとしても、英雄的なタイプ
にとっては侮辱的であるだろうし自己自身に対して不誠実に見えた。むしろすべての意志
力と生命力は一連の即物的なもののなかで新しいものへ、精神的な発展と人間になること
へと向けられた。そして闘争が困難であればあるほど、到達した前段階の喜びはそれだけ
いっそう深かった。断念から新しい充溢が発芽した。――それゆえ学問する女性のこの最
初の世代は、新しい領域のなかでの疎外と個別化にもかかわらず幸福であり、感謝してお
り、勝利の喜びに包まれていて、のんきな自己感情に支えられていた。もし永遠に生成す
る精神世界の、その世界は個々人を全体の生命によって、数千年の闘争と思想によって貫
流するのだが、その世界の途方も無い宝物への入り口を今や手中にすることが素晴らし
かったとしたら。もしこの新しい世界のなかで自身の小さな自我が永遠の生成の流れのな
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かに浸され、性を超えた霊の共同体のなかにはめ込まれるとしたら！　そのときかの女性
たちは飾りけの無い講堂のなかで、そこでは不滅のものが今や彼女たちに差し出されたの
だが、新しい故郷と若さを、発展の新しい無限の可能性を贈られたと感じた。生成のこの
生命形式が再び、覆い隠され苦労に満ちた未来への過渡かつ前段階に過ぎなかったという
ことは、さしあたり彼女たちの自己価値を侵害はできなかった。というのは、学業がその
即物的な内容と並んで個人的な生活にとってもまた提供した良いものの全てが、余りに強
烈に感じられたからである。すなわち、それが家族共同体の窒息させる空気からの解放で
あれ。そのような家族共同体は能力に応じた課題を誰にも提供することはないが、小さな
分散させる奉仕と義務の無際限の多さのなかで力を一滴ずつ吸い上げた。あるいはそれ
が、不適合な職業の精神的荒地からの解放であれ。あるいは最後に、ひとが自分自身であ
ろうとする可能性であれ、自身の選んだ形式と義務のなかで自身の人生を生きようとする
可能性であれ。このような女性のどれだけ多くの者がすでに、その血液を滞って感じ、そ
してただ自身の力の十分な活用の欠如だけから、不毛な自虐のなかで消耗したことか。遂
に性の門が爆破され、ひとは無限のものへと努力する道を歓声をあげながら見る。その道
の上ではどの一歩も新しいものを期待させ、特に力の成長を意味するはずだった。おお、
広がりと自由のなかで深く息をすること、おお、確信に満ちた生成の空気、おお、幸福、
無限の財に参与すること、個人的な私的運命に釣り合いを取る仕事を見つけたというこ
と！　そして彼女たちが獲得した大地の上で有能と実証され、持続して幸福に感じるだろ
うということを、どれほどの自明さでこの女性たちは確信したことか。学業は非常な困難
のなかで獲得された――そのために女性は、今や即物性の宇宙での協働のための自身の十
分さと天職性という点でも、自身の性の無限の発展能力という点でも疑いを知らなかっ
た。彼女は義務と目標を知った。すべての困難は最初は外的抵抗からのみ来るように見
え、その抵抗の勇敢で強靭な克服はこの人々にとってふさわしい力の活動であった。反感
をもつ講師たちのゆっくりした変調、ゼミ参加への闘争、試験への許可、優秀な成績で合
格した試験あるいは価値ある論文によっての世間の驚き――すべてはそのためだけに学問
し生きるに値する勝利の褒美だった。――この最初の世代は確かにエリートであって、倫
理的な意志生活よりも才能が関係するというのではほとんどなく、そこに属する者は単に
――すでに以前の数百年における個々人のように――この道が閉ざされたままの憧憬にす
ぎなかったのではない最初の者である、という高揚感によって支えられていた。――勿
論、なし遂げねばならない研究の日々はそれでも容易ではなく、すでに最初の学期に男性
の勉学仲間の場合とは全く異なって見えた。男性たちはさしあたり無頓着に、生徒用腰掛
＜大学入学以前の生徒としての窮屈なギムナジウム生活を象徴している＞から逃れた新し
い現存在の自由のなかで息をつくことができ、しばしば最初の学期に学問することを高慢
な、全ての側面に手を伸ばす青春生活の誘因であり随伴現象にすぎないと見なした。この
世代の女子学生にとっては娘時代は過ぎさっており、女性として総じてあらゆる点で倹約
的でなければならず、自己自身と存在を結び付けねばならなかった。学問しないで就く職
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業においてならとっくに自立できたにちがいないのだが。娘の学業の費用は家計のなかに
予定されず、しばしば犠牲であった。そのために必要な時間はそれゆえ最も良心的に利用
せねばならぬ猶予期間であった。そこでたいてい厳しく限定された試験目標に向かって
まっしぐらに進み、可能な限りぎりぎりの学期数のなかでそれに達することを義務付けら
れたと感じた。将来的職業にあわせた専門選択が、現実にも傾向＜本人の素質を意味する
＞に一致するかどうかを試みる贅沢はできなかった。固有の専門分野に属さない知の素材
の研究を通しての広い一般教育の習得にも、多くの時間は与えられはしなかった。という
のは、たいていの者はあらゆる側面で、すなわち、お金や時間や健康や受容能力を配分せ
ねばならなかったからである。――そしてそれから、無数の制約のもとで選ばれた専門研
究がいつでも満足や感じとれる充実を提供するわけでない、ということが当然起こった。
この世界のなかの多くの物が浮世離れして現われ、自分の意識のなかでは重要で本質的に
見えたすべての事物から離れてあった、ということが恐らくしばしばそこから生じた。生
きている人間が自分の持つ駆り立てる力を事実の利用および、内面的人間の形成にとって
も世界の深い認識にとっても徹底的に空虚でどうでもよく見える思考形成物の敷衍におけ
るよりも、把握可能に利用できるようにする実践的な課題の方に、好んで働かせないとい
うことはどうして可能であるのか、という冒瀆的考えすらときどき忍び寄った。これは新
たに開拓され待望された世界での恐らく最初の予期されない体験であった。すなわち、特
殊科学の広く突き出た分枝の多くにおいて、研究は精神的であるよりも技術的で手仕事的
種類のものであるということ、そして生と世界の全体をより理解できるようにすることも
ないし、何らかの仕方でより完全にすることもなく、まさにそれゆえ特殊に女性的な生命
感情にとって重要でなく見える事実と事実の関係を見つけ出すために、学問の領域では精
神力の総和が使い果たされるということである。
　今それについて話している、学問する女性たちのタイプにおいて生き生きしていた特殊
に女性的な本質の力は、手近な原初的な課題として直接的な現存在と個人的生活の形成の
ためにいつも努力する。直接的生活には馴染みなく対している超個人的な即物性の創造へ
の衝動は、典型的な女性の場合はようやく二番目に出てくるが、反対に特殊に男性的な本
質は第一に客観的な世界の創造に方向付けられる。そこで自分が女性であることを意識し
ている者なら誰も、恐らく完全には免れられないままの多くの疑問が、女子学生たちには
浮かんだにちがいない。すなわち、過ぎ去った時代の埃だらけの些事の勤勉な探鉱、ある
いは人間の生活のためにはどうでもよい自然の細部の探鉱は、その源泉で将来的生活課題
のために力を得ることができるような「学問」であるのかどうか？　その不確かな仮説や
争点の問題は魂の本質的な事柄について解明を与えるのかどうか？　そしてとりわけ、そ
の研究成果がただちに普遍的な世界を包括する連関、あるいは有意義な連関のなかに秩序
付けられるのではない学識ある専門家性は、女性として自己自身のために熱望する種類の
精神性を媒介するのかどうか？　専門細部というのは、創造的な精神が礎石として一般的
に有意義な連関のなかに置く場合にのみ、その非重要性から解放されるのだが、もし遠く
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離れた専門細部で頭を悩ますならば、現実にも賢さと豊かさを増すのかどうか？　特に自
己自身創造せずもっぱら受け入れながら分業している学問の特殊領域に対応せねばならな
い限り、次のような考えが浮かび得た。すなわち、生命と精神的な本質のためにはどうで
もよい非常に多くの事物に関する思考と全影響力の狭められた立場によって、もしかした
ら自身の存在の総体が、感情と精神の直接的な活発さが、脅かされるであろう、という考
えである。――直接的に自己自身でのみ、従って知のための知から目的にまで、ますます
広く蓄積される思考能力の一面的な要求を伴う、学問の自足した世界は、精神性自体のた
めにも、とりわけ精神的な人格全体の発達のためにも、固有の危険を持つことは疑いが無
い。そしてこの世界に赴く女性は、自身の全存在が一面的な悟性料理で栄養不良であるま
までなく、自身の新鮮な感受性が直接的に生活に重要なもののために保たれることに、二
重に注意を払わねばならない。――今や女子学生のかの二番目に生まれた世代は再びその
意識のなかで、第一世代の場合は次のような抑圧された洞察を得た。すなわち、学問的な
才能が制限された種類である女性にとっては、いずれにせよ、感情豊かで鼓舞されて精神
化された内面生活や調和的で完全な存在は、自分が女性として得ようとすべき最も重要な
ものであり続ける、という洞察を得た。幸いにも彼女は大学でまさに存在全体の構築のた
めにも養分を十分見出した――たとえしばしば職業教育の内部にではなく、それと並んで
一般的に教育する分野のなかでであったとしても。その分野は包括する歴史的展望へのあ
るいは自然や思考の法則への部分知を圧縮する、あるいはすべての部分知の結果を世界と
人生の意味解明へと活用するのである。――遂にそれでも各人はこの領域が分節されてい
る世界の内部に、職業目標のために必要なものと並んで、その総存在を有益にする精神財
の道をも見出すことができた。自身の能力についての失望や反駁や疑惑は起きたが、感謝
や喜ばしい確信や選び出されたという幸福がはるかにこの世代の気分のなかで優位に立っ
たし、女性であり得るしまた女性であらねばならないものの表象を存在と業績によって広
げるように、また女性性の新しいより高いタイプを表出させるように召命されている、と
いう意識にこの世代はいつも伴われた。この意識は隠れたお守りであって、花盛る人生の
夏にざわめく血を抑え、変わらぬ義務忠実さと厳格な自己規律で目標への埃だらけの道を
行く力を、いつも新たに授けた。道徳的なエネルギーや勇敢さにおいては英雄的タイプに
似て、しかし女性であることの、その特別課題、固有価値、そして抑制の明瞭な意識にお
いて以前のタイプと異なり、温かく豊かな感受性によって完全に貫流されて。学問的世界
のなかに堅固に根付くために、そして成果を手にするためにその際十分に有能で、女性的
な人格生活の最も内奥の掟と超人格的世界の要請の間の緊張を、何らかの仕方で自己自身
のうちに豊かに調整するために力と成熟に恵まれ、――その本質によれば私たちは学問す
る女性のこのタイプ（当然特定の年代に限定されずに）を控えめに「古典的」と呼ぶこと
が許される。
　そこに属する女性たちから何が人生の高みで生じたのか？　観察が及ぶ限りはそれは最
も異なったものであった。数名はより良い精神的知識とともに彼女たちの前任女性闘士の
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遺産と義務を相続して、単に自身のためのみならず全女性のために広げられた発達空間
を、より高い精神性を得ようと努める女性グループの指導者になった。他の者たちはより
高い職業あるいは社会的効果のある自ら創造した多様な形式において、固有に有能さを実
証した。他の者たちはその時代への奉仕のなかで、自分たち女性の状況に新しい光を広め
る慎重な学問的な部分研究を通して、自分の力を供する。他の者たちはそのほかの学問的
な専門労働と補助労働において、あるいは女性作家として自分の能力の活用を見い出す。
再び他の者たちには典型的な種の運命、すなわち全ての力を要する主婦（Hausfrau）と母
親としての課題が与えられた。そして彼女たちはこの受け継いだ女性領域を昇華された女
性性と精神的文化という魔法で満たす。数名は結婚や母性（Mutterschaft）と職業労働の
統一においてすら、即物的な義務圏を個人的な女性の現存在と分かちがたく撚り合わせる
ことを理解する。――かの女子学生タイプからさらに発展した人格のうちの誰ひとり、自
身の精神の方法的な教育や即物的世界との結びつきの苦労多く闘争に満ちた道を後悔しな
かった。ほとんどひとりも、そこから最終的には自身のさらなる人生航路が曲がってし
まった、さしあたりの目標の達成のための力の投入を、遺憾には思わなかっただろう。と
いうのは、大学で身に付けた力と知もまた、多くの女性たちの決定的な影響圏のなかで直
接的に役立つことを望まれているわけではないが、それでもそれは精神的な力の展開の手
段や文化で満たされた現存在の豊かさへの門戸として、掛替えのない価値を保持していた
からである。
＊＊＊
　今も古典的なタイプは絶えていないが、学問する女性たちの最近の年代は、控えめに
「ロマン主義的」タイプと呼ぶことができる別の種類の現象によって、特徴的な刻印を
持っている。そこに属する者が前任者たちとは全く別の外的かつ内的前提のもとに大学に
入学するということは、今の世代の特性にとってまず決定的である。彼女たちには時代遅
れの両親や硬直した風習に対する闘争はもはやない。彼女たちはむしろすでに、なるほど
まだ新しく流動的だがそれでもすでに普通になった秩序のなかで、気付かずに慣れ育つ。
アカデミックな学業にとって必要な教育の前段階は、彼女たちにはすでにもう用意ができ
ており、娘が少年と同じ時期に同じ道で同じ目標に到達し、たとえば同じ学級でかの少年
と類似の自明さで、今や完全に開けられた大学のドアを通り抜けることが、徹底的に普通
になった。そして今や彼女たちはもはや選び出された数えるほどの個別者としてでなく、
多くの同年輩の集団のなかでやってくる。学問する決心にとってそのための適性の慎重な
自己吟味は、当然一般に青年の場合と同様先行しない。特定の社会的階層に属し、学級で
はかなり努力せずとも良い席を確保し、優秀な高校卒業証明書＜大学入学資格になるアビ
トゥーア＞を獲得したという状況が、まず内的正当性の十分な証拠である。娘たちに用意
周到にギムナジウム通学に注意を向けさせた啓蒙された両親が、彼女たちが学問もするこ
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とを全く自明にも期待し、それが起こらない場合はひどく失望するだろうことは確かにま
れではない。そのように今日多くの若い娘が、自身の衝動の代わりに単純に両親の願望に
従うし、自分のために親に選ばせる。さらに彼女は「何かになる」ことを志しまたそうせ
ねばならず、アカデミックな生活にはいずれにせよ職業準備と並んで美しく豊かな青春時
代が応じる、とあらかじめ知っている。そこで彼女は喜んで大きな期待を持って行く。し
かし最後に、闘争される必要もなく、慎重な自己吟味の後に自立的に選ばれたのでもない
ものには、勝利の褒美やエリートであることの価値も魅力も欠けている。最初の者であり
例外になおも属す、という意識による内的な高級さも欠けている。そして以前の世代が講
堂に踏み入ったとき持っていた特別な畏敬や感謝や感激は、この行為の自明さを通して本
質的に軽減される。すでに学校で以前よりも満たされていた精神的渇望は、埃にまみれた
学識のなかにも清涼飲料を見出すほどにはもはや大きくない。そして特にひとは若いと人
生と感情体験を渇望している。そして学問的営為は、導かれ一面的に思考を通して作業さ
れ秩序付けられる生活だが、決して血の通った温かいものではないことを体験する。若い
と、言い表せない現世の幸福の全可能性が自身の本質の蕾のなかでまだ閉じられているの
を感じ、自身の現存在の根をすべての方面で大地に下ろしたいと望む。そして自身の労働
でなくむしろ幸福の太陽が、魂のなかで眠っている最良のものを開花へもたらすだろうよ
うにと、魂の最深の根底において望む！　しかし期待された太陽は男性への愛にほかなら
ないことがある。エロスに触れられること、すなわち自身の人生感情の最高の高揚を自己
放棄の覆いのなかで与える、この個人的なものの領域における中心的体験に、あらゆる典
型的な若い女のように――若い女子学生も憧れる。あなた（Du）のなかに自身の本質の
補完と統一を見出すことは、若い女性の魂の最も聖なる人生の希望である。その経験の前
には――それは今や充足で恵まれるかも知れないし、あるいは断念へと定められているか
も知れないが――たいていの者にとっては、他のすべての人生の力の重さは二番目に留ま
る。しかし今やエロスによる接触は、娘の全存在にとっては青年にとってよりも、より震
撼させ支配的である。ひとつの愛は――それには恥じずに身を任せられる――彼女の精神
的自己全部を要求し、まず彼女の現存在の中心になり、困難な内的リスクなしには決し
て、部分的力のみを要求する代用品で満足することはできないだろう。それゆえこの根本
体験による接触に対して彼女の即物的な行為を孤立化させることは、彼女には男性よりも
より困難であろうし、自分の運命を希望し、憧憬し、待ち、そして未決定の状況のなか
で、衰えることのない関心を研究に注ぐことはより困難であろう。――
　しかしなお別の不穏さと成長の苦痛が今や大学時代に持ち込まれるだろう。若いという
ことはすべての面で未完であり、探求し、誤りながら、強く自己自身と関わり、それゆえ
同時に幸＝不幸であることを意味する。素質ある若い人間は自分の運命の錨地と場所を
――その場所で彼は働きながら創造しながら素質を発揮できる――まだ見つけていない
が、確かに最も密度濃い人生の陶酔に与り、理想的力に強く捉えられるだろうし、自身の
新鮮な感受性や高揚する力と美を、自分にのみ与えられた豊かさとして自覚的に感じ取る
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ことができ、その豊かさの消失は青春時代の彼方の人生を疑わしい財産のように思わせ
る。しかしこのすべては、気後れや気弱や幻滅そして、人生の意味や自身の現存在の意味
について不安に思い悩むことで、素質あるひとによって支払われる特権である。強制的で
有意義な課題に繋がれた現存在の安定した幸福と満足は、青春時代にとって当然まだ拒絶
されている。というのは、これは苦労多い自己教育や満たされた運命や自我と人生の成熟
した制御の成果であり得るからである。青春時代は今や自己自身を振り返ることも、その
彼岸でより後の状況を想像することもできないのだから、すべてのかの不可避の成長痛は
それ自体認識されず、それゆえそれから生じる困難は学業や学問への関係から幾度も一面
的に導き出される、ということは全く不思議ではない。
　英雄的タイプの場合は、即物性への献身は、魂をゆさぶる新しい体験を通してほとんど
妨害されはしなかったし、かの世代は気後れにもかかわらず合格し世間を驚かせた試験結
果や職業成果についての正当な喜びのなかで、女性の知性的な能力を過大評価や価値強調
する傾向があった。古典的なタイプは、人間としてかつ女としての規定の二重性の深い寡
黙な体験のなかで、自己吟味の結果を通して学問することへの嬉しさとそれへの完全な内
的正当性の感情を奪われることなくして、女性として成就できるしまたすべきであるもの
にとっての正しい目測をすばやく見出した。ロマン主義のタイプの場合はさまざまに非常
に異なっている。――それゆえこの若い世代のもとでも自己自身についての討論の欲求、
たとえば以前の者の場合とは別のより個人的な種類の忠告を受ける欲求が存在する。以前
の者はまだほとんどすべての個人的問題を私たち女性の特別な社会的抑圧の結果として解
釈した。――私たちの助言を必要としている若い娘に対する実践的課題に関して、この青
春時代の魂における典型的な女性体験の思想と感情分枝をもっと詳細に追跡することは、
おそらく余計なことではない。すでに古典的タイプが学業や職業や学問への自分の関係を
どのように感じ考え抜いたか、その仕方に対して根本的に新しいものが彼女たちの問題を
提供するのでは勿論なく、本質的に価値強調の移動のみが重要である。しかし、「人間の
規定」や人生の意味や道徳的な人格発達の事柄に関するもののすべてについて、長い間定
式化されていた洞察が、新しく闘争する世代にとって自身の存在の鏡や暗い道の上の灯火
になるためには、思いやりのある温かさのなかで繰り返し新しい表現にもたらされねばな
らない、ということは確かである。
　いずれにせよ自明に、闘争せず、普通に事前教育されて大学に入るこの若い女子学生の
一部にとって、彼女たちがそれでもそこで以前の者たちよりもずっと馴染まないと感じる
ということは特徴的である。まず努力して把捉しうる到達可能な目標に満足する喜ばしい
決心の場で、ひとは何度も不確かさや懐疑や冷めた自己批判に出会う。多くの者が合理的
即物性から冷たい高所の空気が吹くのを感じ、それは彼女たちの上昇する生の水気を停滞
させる。しばしばすでに最初の学期に「学問への女性の関係」について反省し、その際自
身の「生産性」の限界を特有の幻想抜きに判断する。この自己批判への新しい契機は特
に、市民権を与えられた仲間や友情や男性の学友たちと様々に一緒にいることである――
46
「学問する女性のタイプ変遷について」（1917）
学問的問題についての自由な発言への機会を提供するアカデミックな討議の夕べであれ、
アカデミックな義勇兵団の、個人的共感と専門的関心共同体に同時に基礎付けられた理想
主義的サークルのなかであれ。精神的な接触面のこの新たに生じた幅は比較する自己観察
への可能性を与え、男性と女性の本質のあり方の相違を、特に即物性への彼女の異なる位
置を冷めた意識へともたらす。人間的＝個人的問題と直接的な現存在の事柄に対して女子
学生はすぐに自身の立場を得るが、生活に直接関わらない思考問題に対してはそうではな
い。特殊に学問的な討議に際して彼女はそれゆえ、非常な臆病さあるいは表現能力の抑止
のためばかりでなく、単に彼女にはほとんど思いつかないから、原則的に同年齢の男子学
生よりもずっと受動的にふるまう。いずれにせよまさに才能があり豊かな素質に恵まれた
娘が、同年齢の男性の学友は学問的即物性に対して彼女自身とは別の直接的関係を初めか
ら所有している、という強い印象をしばしば持つ。理論的問題は男性をその問題自体のた
めにより強く縛り興奮させ、娘であれば例外的にのみそのために奮い起こすかもしれない
鋭く思案する熱意を男性はそれらに献げ、それゆえそれらをより速く自身の自立的思考と
批判的判断で浸透させる（一時しのぎに試験のために詰め込み主義で覚えこませられる単
なるパンのための学生、あるいは特殊な学生組合のシンボルカラー学生はここでは勿論、
相応の女性のタイプと同じように話題ではない。むしろその完全な精神的水準によれば類
似の段階にいる者のみが相互に比較される。扇動的な目的のためにその時代に役立ったも
の、つまり比較できないものは、例えば、非常に才能のあるすでに成熟した学問する女性
を未熟なパンのための学生と並ばせること、そしてそこから私たち女性の学問的才能のた
めの一般化する結論を引き出すことは、認識にとっては価値がない）。学問に対する多様
な関係の原因は今や単に、平均的女子学生の抽象的な概念的思考のための能力が疑う余地
なく少ない、というのみではなく彼女の別種の関心のうちにもある。すなわち、あらゆる
典型的女性においては、まさに普遍的に人間的な形成力と並んで、今し方話題であった特
殊に女性的な形成力が活き活きしている。それゆえまた、分割できない全体をもって生活
に疎遠な即物性に献身することは、知的に才能のある若い娘にとっても困難になる。そし
て彼女自身の人格発達に関しては、典型的な女性はいつも当為として感じる。つまり喜ば
しい、自身のなかで閉じられた人間（Wesen）になること、彼女自身の存在を通して価
値を表現すること、という当為である。しかしこの目標は知性の一面的な緊張や発達を妨
害しうる。その予感からこの世代の若い女子学生たちには例えば次のような問いが生じ
る。彼女たちは頭脳労働や一面的な意志の緊張のさなかに自身の女性性も発揮できるのか
どうか？  彼女たちは鋭い知的労働に際して、若く新鮮で魅力的でいられるのかどうか？
　そのような問いは、英雄的タイプには遠い世界のままだったし、古典的タイプによって
はほとんど識閾を越えず、まして表現されなかったが、ロマン主義的タイプによって多様
に論究される。――満足のいく実践的解決への欲求は、この青春時代の一部分である外的
現象のなかでも表現される、自身の女性性の不愉快な重大視や過度の強調において、それ
どころか折に触れて本題をそれる。講堂は今単に趣味のいい優雅な服装のための空間に
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なったのみならず、しばしば、その際には自身の人物の魅力を発揮することが有効になる
かも知れぬ祝祭的催しに陥ると思われる。敏感な娘には自身苦痛に感じられるそのような
下品さに対して、最初の世代の最高の衣装ではなく、第二世代の質素な即物的なブラウス
をひとは本当に恋しがる。学問する者たちの注意を、目立つ服装によって共同の仕事時間
に研究から自身の人物へ向けることが悪趣味に見えるような、様式に対するセンスと確か
な伝統を発達させることを、女子学生協会が考えたら良いであろうに。
　しかし今や素質ある者の場合には、女性性の覆いと現象の配慮の背後に、彼女の最も真
正で最内奥の核を求めての戦いが潜む。どのようにひとは学び、全力を求める職業に慣
れ、客観的化し、学問することができて、それでもなお女性になれるのか、という問いが
この水準から立てられるならば、――そこで、実践的仕事のなかで効果を発揮している人
格とは全く別の勢いで、学業に就きまたまさしく理論的に生産している女性に執拗に浮か
んでくる、中心的人生問題の真剣さの前に彼女は立つ。そしてこの問題は、個人的でない
課題に恒常的に取り組むことに成功した女性に全生涯を通して伴う。――というのは、直
接的な現存在の完全な形成は次のことによってのみ、すなわち、個々の人間にとって常に
流動する感受性とそれへの献身によって、他者の現存在の深い共同体験や苦悩を受け取る
ことによって、絡み合った道を忍耐強くともに行くことや馴染まぬ運命をともに担うこと
によって、汲みつくせない愛と常に準備された善良さによって、達成されるのだからであ
る。人生への奉仕はたくさんの方面へ力を飛散させ、堅固な規則や時間分割や集中に逆ら
う。それは努力の成果として把捉可能な何か残るものや名声や周知さも残さず、それゆえ
しばしば重要なものは何も創造されないし、成し遂げられないかのような感情を引き起こ
す。しかしそのような特殊に女性的な行為の幸福と断念から編まれた花輪は、自身の本質
の全体をもって数名の人間の現存在にとって掛替えのないものを意味するという意識、愛
の絶え間ない贈与と授受のなかで豊かであるという意識である。この形成力のすべては、
直接的な日常的生活とその多様な表現形式を、すなわち男と女の愛の絆として、子どもた
ちへの母親の愛、両親への子どもの愛、友情、カリタスとして、温かく幸福に永続的に価
値多くするのだが、その形成力は第一に女性の魂から生じねばならない。いずれにせよ生
への奉仕は女性の魂から最大の犠牲を要求する。最も決定的で最も義務付ける人間的な関
係、つまり女性配偶者、未成年の子どもの良心的母親、老いていく両親の敬虔な娘として
の関係のなかでは、いつも女性が最大の重荷を負う者であって、男性ではない。そしてこ
の配分が決してすべての彼女の現在の現象形式において模範的ではないとしても、それで
も彼女により多く割り当てられる量は原則的に正しいままであり、彼女には自然によって
変更不可能に割り当てられたままである――まさに男性は第一に即物的世界の創造のため
に生まれたのだからである。そして女性が司っているのは現存在の必要であるのみなら
ず、美と礼節でもある。女性が心の温かさでそれを照らし、優雅さで飾る時間を取れない
としたら、日常の現実は、誰からでも最高の利用価値を搾り出す無感情で休みなく回転す
る機械になるだろう。そして、その活き活きした釣り合いを欠く即物性の固有法則に心の
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世界は硬直するかも知れない。
　というのは、即物的世界への献身はとりわけ理論的業績を提供し、全く別種の内的態度
を生への奉仕として要求するからである。すなわち、馴染みない運命と馴染みない苦悩の
なかへの弱らせる巻き込みからの自我の抑止、集中を阻止するあらゆる勢力を脇へ押しや
ること、精神の可能な限りの隠棲、そのひとがちょうどやっている事柄の重要さや形を獲
得すべき仕事の重要性に憑かれることである。そして若い女性のこの創造形式への侵入も
またまず辛い労働と克己を要するかも知れないが、――彼女が一度そこで足場を固め、そ
の上さらに自主性の能力に到達したとすると、高い精神の思考世界とのその結びつきを通
しての、事物と出来事の連関のなかにもたらす洞察を通しての、とりわけ統一的で把握可
能な結果を残す課題への諸力の集中を通しての、そのような働きは彼女にとっても素晴ら
しい生の形式である！　そしてその場合獲得された訓練の後ではたいていは、他者のため
にいつも準備されていることや、日常が不断に個人的な義務の範囲から出現させる種々の
不測の諸要求を満足させることは、ずっと容易に成し遂げられる。
　学問している女性は、活動している生の対極の不可避の緊張を前もって感じ、それゆ
え、彼女が客観的な世界のなかに根付いた後で、それが要求するすべての犠牲を生への奉
仕にもたらす能力も用意もあり続けるかどうかを、十分な権利を持って問う。というの
は、世界構造のなかで分かちがたく相互に属しているが、課題圏としては個々人に全く別
種の要求を提起する両方の領域において、同時に十分であることは、実際に些細なことで
はないからである！　創造しながら即物的な領域のなかに入るが、しかしその際同時に女
性としての自身の規定に適合したいすべての女性は、自分の内面を価値列と義務葛藤の闘
争場にするが、それらの満足のいく調整は彼女に自分の人生のたいていの日々に努力を要
させるだろうし、多くの点で失敗するだろう。両方において不十分であるという意識は、
しばしば彼女の一部であり、勿論二重に満たされる現存在の汲みつくされぬ豊かさでも
あって、現存在は内面生活のいつも新しい課題と緊張にあって常に新たになる。
　この問題の序曲を若い娘はすでに自身の学生時代の間に体験する。彼女は一方で家族生
活の庇護と温かさから解放を、共同体なしに自分でいることを、日常的な些細な愛の奉仕
からの免除を、自身の個人的生活の苦痛に満ちた冷却と貧困化として感じる。ひとは結局
自分自身のためにのみ生き、働くのであり、誰も直接に幸せや喜びのためにではない、と
いう感情が多くの者を襲う――典型的な若い男性たちが世界に疎遠にとどまっているとい
う感情が。研究に根を張ること、規律正しい方法的な生活態度への突破は、大きな家族圏
での家娘（Haustochter）としての生活とはほとんど統一不可能である、なぜなら彼女へ
のその要求はその本質によれば無際限の種類のものだから、ということを他方たいていの
人は体験する。親の家の巣の温かさからの外的解放がしばらくの間遂行されることは、内
的発達の他の理由からもたいてい与えられる。というのは、ひとりで解決する訓練によっ
てのみ、自身の力による将来の生活のために必要である程度の内的自立は獲得されるのだ
からである。女子学生の生活のこの葛藤が、将来的には克服がより困難になるものの始ま
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りであるという見通しのなかで、多くの者は初めから、十分満たされた女性の幸福が与え
られる場合には、専門的仕事や職業の続行の断念を留保する。勿論そのような態度は、そ
れが識閾にとどまるところでもまた、研究や学問や職業への関係に不利に影響し、仕事の
ための理想的活気を弱め、そして客観的世界に慣れることを困難にする。そこから生じる
魂の内的不確かさと分裂は、ロマン主義的タイプの根本気分に属する。――今や確かに、
かの問題に悩んでいる若い女性たちが克服の努力を覆い隠すことは確かに得策ではない。
しかしひとは動揺せず彼女たちに次のように要求せねばならない。すなわち、さしあたり
一度十分真剣に自身の業績能力を活用しきること、そして二重に方向付けられた彼女たち
の本質力の間に、対極の課題の統一によって満足のいく調整を見い出すという目標を、す
べての困難に抗して設定することを要求せねばならない。統一的に女性に調整された現存
在の調和と狭さから女性を引き離し、多種の課題と価値領域の結合のために必要とする文
化発展の法則は、とにかく取り消せないということ、そして私たちはたとえそれを欲する
としても、それを歴史の石版から消すことはできないだろう、ということをすべての内的
反駁に抗していつも新たに明らかにすることは重要である。しかし私たちは欲しないのだ
から、彼女たちの問題を勇敢に私たちに引き受けねばならない。というのは私たちは二面
的に素質のある女性のタイプの発展のなかに、そして精神性と即物性という点での私たち
女性の成長のなかに、疑えない新しい人格価値を見るのだからである。人格価値は――即
物的業績の程度から全く独立して――その単なる現存在によって肯定されねばならない。
直接的な現存在の形姿と即物的な創造の間の満足のいく統一は困難であるが、不可能では
ない。そのための一般的な処方箋は無い。すべての個人はそのための可能性を自身見つけ
出さねばならない。女性が自身の個人的運命とともに純粋なもののなかに入り、同時に自
立のための力を獲得したときに初めて、成功できる勇敢さと高い人生知がそれに所属す
る。そのとき初めて、人生を自身の中心から組織し、離れようとする根本傾向も強力に一
緒にする、という自由をひとは獲得する。二面的に方向付けられた生活が行われる形式
は、勿論正しい義務調整をめぐる常なる闘争を、力と関心における分裂を、そして分裂し
た本質をそれでもなお統一としてまとめねばならず、その形式は、統一的な課題範囲の完
成可能性からはるかに遠いが、そのためにまた日常の満足と自足から守られていること
を、おそらく両方の領域において不十分ながら知っている。様々な側面への成長の最深の
満足、世界全体への内的な撚り合わせ、魂と精神の幅と豊かさを知っている。
＊＊＊
　もっとも今日、十分な才能にもかかわらずそのために適していない多くの若い娘が、学
問するように見える。特殊に学問的な修業には自己自身のために持続する収穫を感じない
し、「事柄のもとに」いないし、それゆえ不満足にとどまる者は、大学には属さない。と
いうのは、その者は学生タイプの水準を損なうので、おおよそ女性の学業に反対する新し
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い先入観を起こし、講師がそのひとたちのために自分の要求を減少させねばならないアカ
デミックな聴衆の、いずれにしてもたっぷりの余計な負担を増す。単に別の専門への乗り
換えではなくて、アカデミックな教育とは別種のものへの乗り換えも、それゆえ無効であ
る。というのは、学問することに適さない要素はアカデミックな職業にとっても願わしい
増加ではないのだからである。これらはいずれにせよドイツではその社会的効果とカース
ト特権のために、別の影響圏ではずっと実り豊かに活用されるかも知れない諸力からなお
も溢れ出すであろう。――将来の職業のための正しい素養の選択に際しての困難さは、私
たちの大学の特徴を通して増されるが、その特徴とは大学が二重構造として種々の互いに
反する目標を統一するということのうちにある。大学は一方で私たちの国家の学問的精神
の最も有意義な結晶点であり、もっぱらそれ自身のために認識に奉仕し、行動する人間に
とってはどうでもよい事物にも及ぶ純粋な研究者の場である。この側面から大学は思考の
修業を純粋にそれ自身のために得ようと努め、学問にとっていつも新たな弟子を教育する
ために、研究の方法をすべての領域で媒介する。他方で大学は内部で結びついていない一
連の専門教育において、その担い手を学問的研究から完全に遠ざける全く特定の実践的職
業のために、準備教育する。例えば外科的仕事と広がった物理的研究の間の、あるいは弁
護士や裁判官の働きと歴史的あるいは哲学的な法学あるいは言語研究と教育者の課題との
間の即物的に必然的な関連は、例えば理論的な共同体論と国民経済学の概念形成と将来的
な共同体成員、管理者、銀行員、工場監督官などの要求の間と同様にほとんど成立しな
い。他方これらの職業すべてにとっては、全くいろいろに人間的洞察や実践的な能力や知
という点で、大学が媒介しないものが必要である。実践的な職業目標の利用価値の側面か
ら見れば、大勢の学問する者はその目標を得ようと努めるのだが、学問する者が将来的に
職業において活用もせずさらに展開することもできない、知の素材と思考方法の習得のた
めに必要とする教育システムは、それゆえ非経済的に見え得る。アングロ＝アメリカのカ
レッジ教育の上に建設された専門教育システムはまた全く別の種類であり、そのシステム
は、学問の前庭にのみ導くカレッジでの一般教育の後で、特定の職業のために必要な能力
をそれから全く分離された専門教育のなかに媒介する。――しかしドイツは、その実践的
で理論的な目的が緊密に相互に編み合わさっている大学の構造を誇りにしている。そして
精神的に満たされた実践的生活と、その価値がすべての効用の彼岸にある純粋な認識の、
いつも新たな相互的な結実を私たちはそこから期待する。いわゆる自由業の担い手も単に
必要な専門知と技量を支配するのみならず、それを越えて多面的に教育され、時代の最高
の文化内容のために理解力があり、そこでこの担い手たちが職業訓練の彼岸で自身の国民
の精神的指導に参加できる、ということをとりわけ私たちは今や求める。それゆえすべて
の専門分野は自然科学的あるいは文化科学的な一般教育の広い基礎を伴ってアーチをかけ
ており、その習得へと学問する者は試験要求を通して多かれ少なかれ強制される。――い
ずれにせよ、残念ながらたびたび起きるように、単に目標を意識して自分の専門を目指し
て進む者は、私たちのアカデミックな教育の意義に反するし、根本において大学にいるべ
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きでない。この伝来の基準に、私たちは特殊にドイツ的文化財、すなわち公務員制と教養
ある市民の高い精神的な質を感謝するが、この基準を私たちは無条件に、かの職業への参
入に努力している女性にもまた提起せねばならない。それゆえ、アカデミックな教育方法
と要求がその人にとってただ実践的目標への到達のための石だらけの回り道を意味するに
ほかならない者は、別の職業と別種の教育形式を指示されねばならないと、もう一度言わ
れるべきであろう。――非常に幸運なことに近年も女性によってまた女性のために作られ
た独特の教育機関が発達したが、その女性たちは手に手をとって職業の準備と、確かに多
数の努力家の娘たちにとってアカデミックなものよりも適切で実り多い、新種のより一般
的な精神の教育とを結びつけている。
　単に試験やタイトルや社会的有効性だけを考慮して、つまり特殊な学問的理想主義なし
に若い娘が大学に行くことを、できるだけ妨げねばならないとしたら、他方で個別化して
起こるように裕福な娘が堅固な勉学目標なしに単に彼女の個人的な文化と一般教育のため
だけに、これをすることはまさしく支持できない。――優れた教師による精神的世界の宝
への方法的な入門指導はすばらしい楽しみに属し、精神性への途上での計り知れない助け
である。しかし、すでに堅固な義務圏に碇を下ろしている成熟した人間のみが、義務のな
い束縛されない自己発達を毀損なしに得られる。美術史や文学や哲学や類似の専門におい
て無目標に騒ぎまわることは、若い人間をただ新しい種類の不妊の美的精神や寄生で脅か
す。そしてこれは、そこから将来的に実り豊かな活動的な個人生活が生じうる、自立した
道徳的な中核の成長にとって、有効であるよりむしろ有害である。堅固に明確に規定され
た要求を伴って、たとえ控えめであれ、職業目標を得ようと努力することや何らかの形式
の自主性の確実な熟達への道は、若い人間の内的発達にとって、何の創造力も与えない多
様な内容で満たされる場合よりも、ずっと役に立つ。――というのは最後に、若い女性が
いつも新たに近付かねばならない最も重要な発達目標は、これであるから。すなわち、い
つか人格と完全な人間になるという要求を掲げる者は、自身の力で生きることを学ぶよう
に、自分の現存在に何とかして自立的意味と内容を与えるように、無制約に求めねばなら
ない、ということであるから。それでもってあらゆる種類の寄生生活の克服が指示される
――たとえそれが今や経済的、精神的あるいは個人的な種類の依存であれ、すなわち他者
の人生にしがみつくこと、特に男性への無援で弱い依存であれ、そういう依存は、女性の
倫理的無思慮のなかで以前はそれどころか美徳と数えられていたようなものである。「他
者のための」人生やある種の女性的な自己放棄が、自己に休らっている者の自由に欲され
た愛の奉仕から、他者の人生への、それが男性の人生であれ、自身の子どもたちのあるい
はそれ以外の近親者の人生であれ、それへの不自由な依存と消耗へと余りに容易に変わる
ことを、ひとは差し当たりしばしば十分にははっきりさせられない。ストリンドベルク
（Strindberg, August 1849-1912）が女性の残酷な偏狂の歪みのなかに本質を見い出すよう
な仕方で、すなわち、女性が男性に献げる愛の贈り物や奉仕が、自身の精神性を吸収し、
倫理的活気をゆっくり窒息させる蛸の足に変わる。
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　ひとは若い女性をいつも新たに教え込まねばならない。すなわち、自立的な中核と自身
の行動力を獲得したい者は、個人的でない世界との結びつきを求めねばならない。そして
もしも完全な人間性の理想が、限定された即物的な部分目標への余りに一面的な没頭か
ら、個人的なものにおける生き生きしていることへと典型的男性を呼び戻すならば、逆に
女性に、即物性の大地と超個人的価値のなかへの自分の存在の沈潜を通して、人生基盤の
拡張を指示する。特殊な天分や才能を与えられていない女性たちにとってそこへの道は、
自身の青春の盛りの時代や個人的運命の実現されない時代にはしばしば厳しい労働である
かもしれないが――それは何も損なわない！　青春時代は格闘と闘争のなかで自分の人間
性を勉強して身に付けるための時代である。青春時代自体は、彼女たちがごく当然な時期
を越えて青春の彼岸の将来の人生のある時期のなかにその願望と目標を画定することを要
求すべきでないが、完全に果たされた女性不在にもかかわらず、必然的に個人的でない世
界への自立的な接続を彼女たちが必要とする時代が、精神的に素質のある者にとっては来
る、ということを、他岸に立ち成熟の要求を知る者は知っており、自身の自己と人生は無
内容になってはならず、そして老齢化は空虚な日常性の砂のなかでの衰弱になってはなら
ないのである。客観的世界への接続の土台は、類の運命が無限の幸福と同時に犠牲の多い
奉仕の年月をも人生にもたらす前に、青春時代に置かれねばならない。というのは、全く
特権を与えられた者だけが、この時代の後になおそのためのエネルギーと弾力性を調達す
ることに成功するのだからである。
（かけがわ　のりこ　　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授）
